
 

会 議 録 

会議の名称 令和４年度 第２回 中野市・山ノ内町地域公共交通対策協議会 

日 時 令和４年６月 29 日（水） 10：00～11：20  

会 場 中野市役所 会議室 41・42・43 

出席者等 

委員 出席者 24 名 

・中野市           副市長         竹内 敏昭（会長） 

・山ノ内町          副町長         増田 隆志（副会長） 

・東日本旅客鉄道㈱長野支社  企画室長        園田 弘世 

・長野電鉄㈱         運輸課長補佐兼運転係長 岡部 公平 

・長電バス㈱         常務取締役       鈴木 立彦 

・中野ハイヤー㈱       専務取締役       石渡 陸夫 

・長電タクシー㈱       代表取締役社長     藤本 豊一 

・北陸信越運輸局長野運輸支局 首席運輸企画専門官   高澤 陽 

・北信地域振興局       企画振興課長      北澤 良和 

・中野警察署         交通課長        江本 幹保 

・山ノ内町交番        所長          山﨑 賢二 

・中野市区長会        会長          佐藤 彰芳 

・山ノ内町区長会       会長          宮崎 幸雄 

・長野工業高等専門学校    都市デザイン系 教授  柳沢 吉保 

・信州中野商工会議所     専務理事        池田 喜芳 

・山ノ内町商工会       会長          田中 篤 

・中野市社会福祉協議会    会長          渡辺 重雄 

・山ノ内町社会福祉協議会   事務局長        鈴木 浩史 

・中高交通安全協会      会長          竹内 敬三 

・山ノ内町観光連盟      会長          金子 博之 

・長野電鉄労働組合      副執行委員長      嶋倉 仁 

・公募                        浅野 一彦 

・公募                        平野 正隆 

・公募                        松本 百合子 

委員 欠席者１名 

・北信建設事務所 中野事務所 事務所長        山崎 直人 

傍聴者３名、記者２名 

事務局：７名 

 ・中野市総務部      部長 柴本 豊（幹事長） 

 ・山ノ内町総務課     課長 小林 広行（幹事） 

・中野市総務部企画財政課 課長 阿藤博之（事務局長） 



 2 / 5 

 

 ・中野市総務部企画財政課 課長補佐 北村 勇人 

 ・山ノ内町総務課     企画係長 堀米 貴秀  

 ・山ノ内町総務課      企画係 新井 宥佑 

 ・中野市総務部企画財政課政策推進係 清水 芳樹 

委託事業者 

・㈱地域総合計画 都市計画事業部 課長 宮澤 一成 

 ・㈱地域総合計画 都市計画事業部 主任 徳竹 誠也 

次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 協議事項 

⑴ 第１回協議会のまとめについて 

 ⑵ 中野市・山ノ内町地域公共交通計画（案）について 

⑶ 「楽ちんバス」のダイヤ改正について 

４ その他  

５ 閉会  

資料 ・次第、名簿、席次表、規約、議事・資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会    【進行】中野市総務部 部長 柴本 豊（幹事長） 

 

２ あいさつ  中野市 副市長 竹内 敏昭（副市長） 

 

３ 協議事項 

⑴ 第１回協議会のまとめについて 

 ⑵ 中野市・山ノ内町地域公共交通計画（案）について 

 （阿藤事務局長 説明） 

●意見交換 

委員 

・まちづくり、というのが公共交通ということに関してどのように寄与できるのか、

しっかりと書き込む必要がある。そもそも、基本方針のところにそのことが書かれて

いないのはおかしいと思う。 

事務局 

・まず、まちづくりの観点からということで、先生のおっしゃるとおりであり、そこ

との位置づけをしっかりと行い、今後整合性を図っていく必要があります。 

・ただ、この基本方針は、行政にとって切実な内容のものを記載させてもらっている

ということで、ご理解をいただければありがたいと思っております。 

委員 

・人の行動や、居住環境だとかは、公共交通がマッチしていないから起こっている。 

・今のような方法だと、対症療法でしかなくて、どんどん使われなくなってくるとい

うことは当然考えられる。 

・この計画目標だと、財政負担の維持とも書かれているように、これから改善してい
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こうというのが見えてこない。これは大きな問題といえる。 

・中野市で現在作っているまちづくり計画の方も、同じ会社が策定作業に携わってい

るため、うまく連携してもらいたい。 

・また、幹線バスと支線バスの違いについても、これを市民の方が見たときに理解で

きないのではないかと思われる。 

事務局 

・財政負担の維持に関しては、中野市の 6 月の議会の中でも、財政負担がどのくら

いであるのかということも一般質問ということできており、できるだけ市民の方に

実態を知ってもらいたいということで、目標として設定した経過もあります。 

・まちづくりとの関係につきましては、大きく連動する部分があるので、しっかり調

整を図って参りたいと考えております。 

㈱地域総合計画 

・幹線バス、支線バスについては、75 ページの表をご覧いただければと思いますが、

この内容でも分かりづらいということであれば、対応を検討したいと思います。 

・まちづくりの方の立地適正化計画については、現在策定中というところもございま

して、協議を行っている段階です。これについては、最後のスケジュールのところに

お示ししており、90 ページをご覧いただければと思います。基本的には現状を維持

していくという中で、バス利用者の継続的な把握や再検証を行ったり、来年度の仕組

みの検討や、利用促進の施策をどのような形で実施するかというものを検討しつつ、

2024 年から具体的な取り組みを、それまでに取り組めるものについては、前倒し的

に取り組むと思いますが、今回の 1 番の目玉となるのが、中野市と山ノ内町が連携

して公共交通を考えるというスタートラインということで、これが一番のメインか

なと思っております。74 ページの基本方針の 2 の中のように、中野市と山ノ内町の

２市町連携の強化、これが今回の計画の目玉ということで考えております。 

・そういった形で、これから今まで個々に計画を進めていたものが、両市町で計画を

詰めて連携しながら進めていくスタートラインということで考えていただければ幸

いです。 

委員 

・計画策定までスケジュール的に差し迫っているため、大幅な変更は難しいという雰

囲気は伝わってきた。ただ、91 ページの効果検証については、見直しの基準等につ

いて書かれてなく、実効性のあるものになるのかと感じたため、PDCA サイクルの

ことも踏まえて、より具体的に記載した方が良いかと思われる。 

事務局 

・ご指摘いただいた点について、修正をしたいと思います。 

 

委員 

・基本方針３について、前回の副会長の意見もあり内容が変わったとのことだが、い

まいちどのような意味なのかよく分かっていないので教えてほしい。 

・利用環境の整備について、具体的にどういったことが挙げられるのか柳澤先生にお

聞きしたい。 
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・飯山市との連携について意識していることがあればお聞きしたい。 

副会長 

・基本方針３については、今の財政負担の状況が適切なのか、もっと必要なのか見極

められていない状況の中で、抑制という表現は良くないのではないかと感じ、人口が

減り、利用者も減少していく中で、利用促進や効率化を進め、支出上昇を抑えていく

ことや状況に応じた適切な財政負担額を見定めていくという意味で、内容を変えさ

せて頂きました。 

委員 

・利用環境の整備については、主にバリアフリーについて挙げられる。 

・基本方針の中にも特に記載はされていないが、高齢者の足の確保という面において

も、当然考えるべき課題であると考えれる。 

事務局 

・高齢者の足の確保というところで、今回の計画にはタクシー関係で 86 ページのと

ころに高齢化に伴う助成制度についても記載はさせていただいております。 

・また、飯山市との連携については、飯山市に同様の協議会があり、中野市もオブザ

ーバーとして参加はしているため、お互い情報共有は行っている中で、お互いメリッ

トがあるように対応していきたいと考えております。 

 

会長 

・修正した内容については、また改めて委員の皆さまにご確認していただくというこ

とで、よろしいでしょうか。 

（異議なし。） 

→修正案を書面にて確認いただくこととなった。 

 

事務局 

・修正案を基に、７月上旬からパブリックコメントを実施したいと思います。 

・また、パブリックコメントの結果につきましては、8月の上旬に開催予定の協議会

で報告をさせていただき、最終的に決定をして参りたいと考えているので、よろしく

お願いいたします。 

 

 

 ⑶ 「楽ちんバス」のダイヤ改正について 

 （山ノ内町総務課企画係 新井 説明） 

●意見交換 

委員 

・減便に対する利用者への配慮はどう考えているのか。 

事務局 

・このダイヤ改正を行う前に、利用者の方を集めて、減便について説明させていただ

いて、そこでご理解を得ております。 
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委員 

・楽ちんバスは、乗っている人が誰もいない状態をよく見かけるが、それはバスが１

台しかないため回送が多くなっているからだと思われるが、その点についてお聞き

したい。 

事務局 

・まず回送については、たしかにパブリックコメントの中でも「回送車両に乗せてい

ただけないか」とのご意見をいただいております。 

・それについても検討は行いましたが、回送車両と運行車両では実際の運行にかかる

時間が全く異なってきますので、回送車両を運行車両に変えて、時間をかけて運行

することもできますが、そうしますと夜間瀬駅、または湯田中駅での電車との接続

時間の関係で、今の時点で回送を運行に変えてくというのは難しいかと思われます。 

・また先ほどの、「回送できないのは 1台で運行しているから」というお話なのです

が、現状言いにくいところではありますが、バス 1 台の財政状況も 1,300 万円かけ

ており、また利用者等々のこともあるので、こちらについては今この場で方針につ

いてお答えはできませんが、今回はご意見として承らせていただきます。 

・また、７月に分科会を開催する予定でございまして、そちらでもダイヤ改正につい

てご報告させていただきます。 

会長 

・ほかにご意見等ないようですので、この議題については承認ということでよろしい

でしょうか。 

（異議なし） 

→協議事項⑶ について承認を得た。 

 

４ その他 

・意見なし。 

 

５ 閉会 

 


